
 

「えりもの子は えりもで育てる」 

～地域の教育資源を生かした教育活動～  
えりも町立北海道えりも高等学校 

学 級 数 ６ 

   (校長 佐 藤   健)  

１ 本校の概要 

日高山脈の先端、襟裳岬を擁し、本校

の所在する幌泉郡えりも町は、日高昆布

や銀聖ブランドの鮭をはじめとした漁業

を基幹産業としている。また、襟裳岬で

は風速10m/sの日が年間で260日にも及

ぶ「風極の地」としても有名である。 

本校は昭和24年に浦河高等学校幌泉分

校として、町立の定時制課程として開校

した。その後、昭和62年には全日制課程となり、本年、開校70周年を迎えた。

定時制と全日制合わせ、これまで1828名の卒業生を輩出し、町内はもとより道

内や道外で活躍している。 

 

２ 中高一貫の取組の充実を目指して 

(1) 本校入学生の状況  

本校への入学者は、連携型中高一貫校のえりも中学校からがほとんどであり、えりも中学校卒業者数

のうち、約７割の生徒が本校を選び入学している。令和元年５月１日現在の生徒在籍者数と内訳は次の

とおりである。 

(2) 中高一貫教育推進計画の推進 

平成16年度から設置者の同じえりも中学校との

間で連携型中高一貫教育を始め、今年度で16年目

を迎えた。中高一体となった取組を推進する上

で、共通理解を図ることが重要であることから、

えりも地区連携型中高一貫教育推進計画【図１】

を策定し、推進理念と組織の明確化、各部会の年

間計画の具体化を図りながら取り組んでいる。 

教科指導では、基礎学力定着に向けた取組や授

業研究の実施、乗り入れ授業、ティームティーチ

ング等を実施している。進路指導では、６年間を

見通したキャリア教育、生徒指導では、部活動交

流や生徒会交流等の充実を図っている。 

今年度は推進目標を「学力向上及びキャリア教

育を軸とした中高連携の深化」とし、学力向上、

キャリア教育、環境・産業教育、特別活動につい

てそれぞれ重点目標を設定し、改善を図りながら

取組の充実を図っている。 

 生徒数 えりも中出身者数（割合） 

 

えりも中卒業生数に占める 

本校進学率（入学当初） 

１年生（令和元年度入学） 31 27（87.1%） 69.2%（27/ 39） 

２年生（平成30年度入学） 38 38（100 %） 77.6%（38/ 49） 

３年生（平成29年度入学） 28 27（96.4%） 64.4%（29/ 45） 

計 97 92（94.8%） 71.2%（94/132） 

別紙１ 

基 本 理 念
～地域の教育力の結集による、生徒一人ひとりの夢の実現～
 　中学校と高等学校が地域を交えて緊密に連携し、えりも地区の生
徒の確かな学力、豊かな人間性、たくましく健康な心身を育成する。

目指す生徒像

「生きる力」を身に付け、社会の激しい変化に柔軟かつたくましく対応し、

①心豊かでたくましく生きる人間を育成する。

②自ら学ぶ意欲を持ち、変化に主体的に対応できる人間を育成する。

③郷土を愛し、地域や社会に広く貢献できる人間を育成する。

【図１】中高一貫教育推進計画

日 高 教 育 局 え り も 町 教 育 委 員 会

中高一貫教育推進委員会

地域・家庭の教育力
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
各
部
会

保 護 者

連
携
型
中
高
一
貫
教
育

日 高 南 部 森 林 管 理署

え り も 町 教 育
向 上 対 策 委 員 会

事 務 局

Ｐ Ｔ Ａ

えりも高等学校学 校 評 議 員 広 報 部 会

え り も 町 産 業 振 興 課

各 教 科 部 会

えりも町内小学校

教 育 実 践 部 会

えり も 治 山 事 業所 中 高 合 同 会 議
進 路 連 携 部 会

え り も 中 学 校え り も 町 学 校
教 育 研 究 会

特 別 活 動 部 会



 

【図２】えりも地区連携型中高一貫教育の今年度の推進目標、組織、具体的な取組 

令和元年度推進目標 

学力向上およびキャリア教育を軸とした中高連携の深化 

令和元年度重点目標（推進の柱） 

学力向上 キャリア教育 環境・産業教育 特別活動 

・学力向上を柱とした、より効

果的な乗り入れ授業の実践 

・各種資格取得指導の強化 

・他教科における乗り入れ（学

習分野や時期に応じた柔軟な

乗り入れ）や授業交流 

・進路学習の一層の深化 

 （小中高連携を視野に入

れたキャリア教育） 

・各種資格取得指導の強化 

・体験入学の改善充実 

・地域との連携によるフィー

ルド学習 

・百人浜をはじめとする歴史

学習 

・理科・地歴公民科による事

前学習 

・生徒会行事における中高

連携の深化 

・中高部活動連携の一層の

深化 

 

  
 

令和元年度(2019年度)の具体的な取組 

教育実践部会 進路連絡部会 特別活動部会 広報部会 

・年間行事予定の中高間での

連絡調整 

・中高間の授業交流の実施 

・シラバス、年間指導計画の

作成 

・中高教科部会の開催 

・高校教員による中学生面談

の実施 

・連携型入学者選抜に関する

業務の連絡調整 

・えりも中学校学力テストの

実施及び合同会議による分析 

・中学生の子をもつ保護者

を対象とするえりも高校

説明会の実施 

・キャリア教育及び高校生

活ガイダンスの実施 

・外部講師による職業別ガ

イダンスの実施 

・高校３年生の進路決定者

による進路講話「高校生

活と進路決定について」 

・新入生に関する情報の引

き継ぎを目的とした、新

入生生徒理解懇談会の実

施 

・それぞれの学校祭での合

同啓発活動の実施 

・部活動の中高合同練習の

実施やオリエンテーショ

ンの実施 

・関係機関との連携、連絡

調整 

・中高授業交流等の研修活

動の実施 

・中高一貫だよりの発行、

配布 

・体験的な学習活動と各教

科との連携 

・体験入学の企画連絡調整 

各 教 科 部 会  国語科 
社 会 科 ・ 地 歴 公 民 科 
数学科 
理科 
保 健 体 育 科 
英語科 



 

３ キャリア教育の充実を目指して 

(1) 「えり高＜学びベクトル＞」(コアルーブリック)の策定 

70周年を迎えた今年度、一部の取組において、育成すべき資質・能力が明確になっていないという指摘

があり、育成を目指す資質・能力を明確にし、取組の充実を図ることとした。その一つが、様々な教育活

動の指針とするための「えり高＜学びベクトル＞」(コアルーブリック)の策定である。授業評価や学校評

価等、教育活動全体を前に進めていくための基礎として活用の在り方を研究しているところである。 

 
(2) 育成を目指し資質・能力の具体化 

中高６年間を見通したキャリア教育の実現に向け、６年間を大きく３期に分け、中学１・２年生は、

「夢を持たせるキャリア教育」、中学３年生と高校１年生は「夢を育てるキャリア教育」、高校２・３年

生は「夢を実現させるキャリア教育」というテーマを設定し、「えり高＜学びベクトル＞」を踏まえた取

組の具体化を進めている。代表的な取組は次のとおりである。 

キャリア教育をとおして育成したい力 

繋がる力（人間関係形成・社会形成能力） 取り組む力（課題対応能力） 

集団の中で自己の役割や責任をもって、果たすことができる力 

他者を認め、協力して物事に取り組む意識・態度 

課題の本質を理解し、その課題を解決することができる力 

将来の夢や希望の実現を目指し意欲的に取り組む意識・態度 

伝える力、聞く力、理解力、表現力、責任感、協調性、コミュニ

ケーションスキル、リーダーシップ など 

情報選択・処理・活用力、課題発見力、目標設定力、思考力、

判断力、実行力 など 

生かす力（自己理解・自己管理能力） 描く力（キャリアプランニング能力） 

自己の適性等を知り、主体的に行動し、自ら進んで学ぶことがで

きる力 

自己の適性・能力の伸長を目指し継続的に努力する意識・態度 

自己肯定感をもち、働くことの意義を見付けることができる

力 

将来の職業を意識して、計画的・主体的に学ぶ意識・態度 

意欲、向上心、主体性、行動力、自律心、忍耐力、客観性 など 自己有用感、達成感、社会性、柔軟性、探究心、創造性など 

(3) 中高一貫「職業別ガイダンス」（８月）・中学生面談（11 月）【取り組む力、生かす力、描く力の育成】 

中高連携キャリア教育として、大学・短大・専門学校の講師やハローワーク浦河の支援を受け、本校 

生徒全員とえりも中学校３年生全員を対象とした講座を実施している。また、11月にはえりも中学校３ 

年生を対象に高校教員による個人面接方式の「中学生面談」を実施し、高校受験や今後の生活について 

高校教員からアドバイスを行っている。 

(4) 各種検定への積極的な挑戦【繋がる力、取り組む力、生かす力、描く力の育成】 

中高連携により各種検定試験や講習会を合同で実施している。中高教科会議で得た情報を共有し指導 

に役立てている。ここ数年、学習方法や指導方法等について効果的に改善が図られ、受験者数及び合格

者数は増加傾向にある。特に、英語検定において大きな成果を上げている。またえりも町では、町内学

校に通う小中高生に対して、各種検定や模擬試験の受験料の補助を行っており、生徒が受験しやすい環

境が整っている。 

(5) 「高校３年生による進路講話」（小中高連携 12 月）【繋がる力、取り組む力、描く力の育成】 

進路決定までの過程について、自己の体験を踏まえた、本校３年生進路決定者による講話を実施して 

いる。一昨年より参加対象を町内の中学生と小学６年生全員に拡大している。講話者は自分の考えを分

かりやすく、小・中学生に伝える活動をとおして、表現力の向上を図っている。また、参加者は身近な

先輩の講話を聴講することにより、自己課題の解決や進路選択等の参考にしている。 

熟達・継続を目指す 理解し行動する 理解している 理解しようとしている

4 3 2 1

豊かな人間性

よりよい社会や人間関係を自
主的に形成する力
（リーダーシップ、チームワー
ク、感性・優しさ・思いやり）

自分がすべき行動
を周囲と協働しなが
ら実行することがで
きる

自分がすべき行動
を実行することがで
きる

自他の立場を理解
し、自分がすべきこ
とを考えることがで
きる

言われたことはでき
る

コミュニケーション能力
多様な考えを理解し集団として
の考えを形成する力

集団としての考えを

言語化して、まとめ
て説明できる

話し合いの共通点、

相違点、関連性を考
えながら聞くことが
できる

価値観の違いを理

解し、個々の話の内
容を整理し聞くこと
ができる

話し合いに参加して

話を聞くことができ
る

2

確かな学力
主体的に学習に取り組む力
（学びに向かう力）

効率よく学び、知識
を知恵に変えること
ができる

自分により適した方
法を考え、定着させ
ることができる

学習を客観的に振り
返ることができる

謙虚な態度で学ぼ
うとしている

プレゼンテーション能力
考えを形成し表現する力
（意味や価値の創造）

考えを言語化・視覚
化しわかりやすく、
相手に伝えることが
できる

考えをまとめ、相手

に伝えることができ
る

伝えたいことを自分

でまとめることがで
きる

伝えたいことを考え
ようとしている

探究心
問題を発見し解決する力
（正解のない問題の発見・
解決）

問題解決のために
行動し、次の手段を
提案することができ
る

問題や課題の解決
方法を整理し、他人
に伝えることができ
る

問題や課題を発見
し、解決する方法を
考えることができる

問題や課題を発見
することができる

健康
心身ともに丈夫
で元気である

健全な心身
自己の感情や行動をコントロー
ルし志を高める力

自己に自信を持ち、
目標に向け前向き
に行動することがで
きる

ストレスを解消しよ
うと行動することが
できる

ストレスを解消する
方法について考える
ことができる

ストレス（葛藤）状態
であることを理解し
ている

え　　り　　高　　　　＜　　学　　び　　ベ　　ク　　ト　　ル　　＞ （学びの指針と基準）

ル　　　ー　　　ブ　　　リ　　　ッ　　　ク

英知
優れた知恵を身
につける

敬愛
相手を敬い、親
しみの心を持つ

　学校目標　生徒の可能性を伸ばし、自立した人間として社会に送り出す

校　　訓
身につけさせたい力
[学習活動]

社会に求められる資質・能力
[資質・能力の重点]

身につけさせたい力 
社会に求められる資質・能力 

具体化 



 

４ 地域の教育資源を生かした教育の推進  

本校は、これまでも地域の教育資源を活用し、地域の伝統や産業など生徒が地域を理解する教育の充実に

努めてきた。今年度からは、令和４年度からスタートする新学習指導要領を踏まえ、探究的な活動を充実さ

せる観点から、地域探究型学習を導入するなど「社会に開かれた教育課程」の実現を目指している。主な取

組は次のとおりである。 

(1) 地域探究型学習の展開 

   生徒の探究心の向上と地域に関心をもつ人材を育成することを目的    

に、課外学習として１、２年生に「地域探究型学習」を導入した。生徒

は提示した14のテーマから１つを選び、講義や実習を通して課題につい

て考えをまとめている。えりも町の企画課と行っている「防災」をテー

マにした学習では、９月末に内閣府主催で行われた「えりも町新浜地区

防災計画策定支援ワークショップ」に参加して、これまで学習した内容

を発表するなど、地域について考える機会の充実を図っている。 

(2) 環境教育「百人浜に学ぶ」（中学生６月・高校生９月） 

平成18年度から行われている中高一貫の環境教育である。１年生の

「総合的な探究の時間」で、環境省の「百人浜国有林育樹事業」（昭和

20年代から続くえりも岬一帯の森林再生事業）に参加する形で実施して

いる。 

ア 中学１年生は「カミネッコン」を用いて植樹を行う。事前に社会と   

理科で「えりも緑化の歴史」や「環境問題と森林の大切さ」を学ぶ。 

イ 高校生は、中学生の時に植樹した木（写真と個人名が記載したプレー  

トが付けてある）の成長を確かめた後、国有林内で樹齢20～25年の木  

の間伐を行う。アとイの取組には、北海道森林管理局日高南部森林管理署えりも治山事業所の技術官、

ひだか南森林組合の技術者、えりも町役場職員の支援を得ている。 

(3) 伝統芸能「えりも駒踊り」の継承 

毎年１年生の「総合的な探究の時間」で、地域伝統芸能「えりも駒踊

り」の継承に取り組んでいる。保存会「勇駒会」からの外部指導者によ

り週１回授業を行い、10 月の「えりも海と山の幸フェスティバル」で町

民に披露している。中学生の本校進学者割合を考えると、各世代の約７

割がこの伝統芸能に触れることとなる。この取組は、実施の趣旨から

「北海道みんなの日」条例を踏まえた教育活動としても位置付け実施している。 

(4) 風極プロジェクト同好会「高校生かふぇ」 

本校の風極プロジェクト同好会は、町の「うに祭り」や「海と山の

幸フェスティバル」などで、地域食材を用いた商品販売や地域活性化の

ために活動している。また、期間限定の「高校生かふぇ」を「えりも岬 

風の館」で出店するなど日頃の学習成果を披露する機会を設けている。 

 

５ 取組の成果と課題 

取組の成果としては、一点目に、中高一貫した検定や資格取得に向けた指導、学習指導を行うことによ

り生徒の学習意欲や主体性が向上し、進路実現で好成果を収めていることがあげられる。二点目として、系

統的な体験学習により意志決定能力や情報活用能力、コミュニケーション能力等が定着していることがあげ

られる。三点目としては、地域の教育資源の活用は、地域理解の深化、地域社会を支える人材づくりにつな

がり、四点目として、中高合同会議の実施により中学校と高等学校の教職員間の情報共有が図られ、効果

的・組織的な取組が実現していることがあげられる。 

課題としては、一点目に、今年度から実施の地域探究型学習において、教科横断的視点から、探究の過

程を見直し、深い学びを実現することがあげられる。二点目に、今年度策定し、活用を始めている「えり高

＜学びベクトル＞」の活用促進とその内容の見直しがあげられる。 

こうした課題の解消に向けて、今後は、中高一貫の取組内容の充実を目指し、中高の連携をさらに深め

るとともに、地域の教育資源のさらなる効果的な活用方法を地域と一体となって検討し、「えりもの子は 

えりもで育てる」を合い言葉に、中高一貫のキャリア発達を促す教育活動の充実に努めてまいる。 


